
ＪＲ東海労働組合

ＡＴＣ信号１２０で制限８０㌔？
会社 「速度を超えても直ちに脱線転覆する

心配はない」「乗り心地確保のため」

これで安全第一か？ これで良いのか！
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福知山線事故から１ヶ月たった５月２５日、ようやく本社は私たちＪ

Ｒ東海労の事故についての緊急申し入れに対する業務委員会を開いた。

「同じ鉄道事業者として厳粛に受け止めると共に、鉄道事業というもの

の職務の重さを痛感している」「安全は鉄道事業の最大の責務である」と

会社側は述べた。しかし、各項目を巡っては、他山の石とする姿勢は見

られなかった。ＡＴＳ－ＳＴの設置箇所の拡大や最新型のＡＴＳ－Ｐの

導入については「Ｐ型の導入は考えていない」「ＡＴＳーＳＴの拡大の必

要性を検討していく」との安全第一の姿勢に反する回答を繰り返してい

る。新幹線の東京～新横浜間における速度制限区間のＡＴＣ制御の要求

に対して、「おもに乗り心地確保の目的からＡＴＣ１２０信号現示のまま

運転士のマニュアルブレーキで８０㌔制限している」「万が一速度を超え

たとしても直ちに脱線・転覆する心配はなく時速１２０㌔を超えればＡ

ＴＣブレーキが動作し、安全を担保している」と回答している。ここに

安全第一よりも運行優先の経営体質が示されている。

今年の４月２８日新幹線で東京～品川間の８０㌔制限区間を９６㌔で

走行したことがマスコミで取り上げられた。運転士のミスはあり得るこ

とであり、それに対応したＡＴＣではないのか。東海道新幹線は全線す

べてにおいてＡＴＣ制御されてはいない。東京～新横浜間の三箇所でＡ

ＴＣ信号１２０㌔のまま「８０」「８５」「９０」の速度制限区間がある。

私たちＪＲ東海労は、なお主張し続ける。「ＡＴＣ信号７０とせよ」と。


